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「皇朝輿地全図」と 『日本誌』所収

日本図について 原図を求めて

岩 井 憲 幸

は じめにr北 推問略 』 には1帖,9舗,計10点 の地 図 が添 え られ て い るが,

この 中のひ とっ 「皇朝 輿地 全 図」 はきわめて興味ぶかい 日本図である。 この

地図については従来あま り問題 とされた ことがな く,な に よ りもその原 図が

確定 されて いない。筆者 も原図の確定 とその出現 を最終的に望む ものである

が,こ れ らの一助 とな るべ く,こ こに筆者 の調査 か らえたひ とつの仮説 を述

べておきたい。

lr皇 朝輿地全図」 本図(以 下Kと 略称する。写真4参 照。)は 国立公文書

館内閣文庫に蔵される 『北瑳閉路』に含まれるがω,そ の書誌的事項は次の

通 りである。

装釘 折仕立装

大きさ 縦48.6cm,横73.2cm

品質形状 紙本著色

料紙 楮紙

表紙 鳥の子

題袋 貼 り題箋,ひ とえ枠中に く皇朝輿地全図 魯齊亜国人製〉とあり。

印記 左下枠外に 〈浅草文庫〉(長方朱印),図 内中央左上に 〈日本政府図書〉(方

朱印),図 内右下隅に 〈内閣文庫〉(方朱印)。
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写真1.1669年 アムステルダム刊モンタヌス 『日本誌』所収 〈長崎から大坂への海路

図〉(下)と 〈大坂か ら江戸への陸路図〉(上)(早 稲田大学図書館蔵)
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写 真2."タ ヴ ェ ル ニ エ 『航 海 誌 』 第3巻 所 収 日本 図(1680年 本 。 ラ イ デ ン 大 学 図 書

,館 蔵)
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UniversityLibrary,Leiden.
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写真3.1768年 刊r日 本誌』(第2版)所 収 日本図(早 稲 田大学図書館蔵)
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写真4,r北 瑳聞賭』附図 「皇朝輿地 全図」(原 図1786年 製,1794年 写。国立公文書

館内閣文庫蔵。重要文化財)
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第1の 印 記 が あ る 図 の 左 端 枠 の 外 側 の 白地 が,右 端 枠 の そ れ に 比 して 大

きい 。 図 全体の 彩色 は美 しく,海 の 部 分 も うす く青 に塗 り,陸 地 を朱 で ふ ち

ど る。 蝦 夷 は 一 部 のみがみ え,本 州 は 太 く,九 州 が 四 国 ほ どの 大 き さ で異 様

に小 さい。左 は じに朝 鮮 烏(半 島 とは考 えられて いなか った)の 一 部 が み え る。

各 地 の 都 市 は 洋 風 の建物 を朱 で描 い て示 し,そ の も とに ロ シ ア文 字 に よ る地

名,と き には 短 い 説 明 文 が 付 さ れ る。 ロシア文 字 のあ る もの には朱 で読 み あ

るい は対 応 の地 名 が そ え られ る。 使 用 さ れ るロ シア文 字 は概 して4種 で あ

り,大 文 字 の 花 文 字 ・筆 記 体 大 文 字 ・同小字 お よび細 字 であ る。 す べて にお

いてふ つ うの筆 記体 の ように続け ざ まに書 かれて お らず,一 字 一 字 を 区 切 っ

て 書 い て い る。 筆記体 は イ タ リ ック風 で,細 字 は や や粗 雑 な 感 じで あ って 草

書 体 に近 づいて い る。 ロシア語短文 は空 間 を とらずに連 綿 と書 き込 まれ,ほ

とん ど分 か ち 書 き とは い えな い(他 の細 い点 については後述 する)。 凡 例 や ス ケ

ー ル は存 しな い
。 カル トゥー シ ュは,左 上 隅 に元 来 な に か が あ った た めか,

図 の 上 中 央 よ りや や左 寄 りにあ って,両 端 を 巻 い た青 りボ ン の 中 央 部(白 地)

に は 次 の よ う に ロ シ ア 語6行 の タ イ トル が 書 か れ て い る。 綴 り ・ア ク セ ン

ト符 ・省略符 さ らに上書 きはそ の まま と し,分 か ち 書 きで 引 用 す る がω,こ

の 一 文 は 重 要 な の で逐 語 訳 を付 して お く。

Kap'TaocTpoBo肌HiloHcKixsBH6膨bKeo3HageHllnyTb,KaKsM6pt;Ms,

TaK511cYxiiMsnYTeM511ero}KeraJlaH,llblylloTpe6∬fiK〕Tb,B● 皿poe3丑噛ll

cBoeMs,ll3srpaIaHaHFacaKH,BsTopoμLll]匠e丑o,r凪 古)KMB・ET玉1くopoJlb,

oHblx50cT=llpoB6Bl,,co朋 曲Ha.1786roAaMaifi.丑Hfi.

〔日本 の島 々の地 図。 その中 にはオランダ人たちが長崎の町からこの島々の王が

住んでいる江戸の町への旅で利用する海路 も陸路 も示 されている。1786年5月

目に作製 される。〕

文 末 の 〈1786ronaMaifl.nHfl.〉 の 〈Maifi.nHfl.〉 は,お そ ら く 目に よ る錯

覚 か らの 誤 りで,〈Mat{.1真 帆 〉 と考 え ら れ る。 そ う で あ れ ば 〈1786年5

月1日 〉 製 作 とい う こ とにな るで あ ろ う。
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『北瑳聞賭』巻一凡例によれば,Kを 含む地図はすべて,ロ シア遣 口使節

や光太夫 自身が将来 した地図の模写であるとい う。桂川国端は次のように言

う。(ル ビは省略する)

一・凡地理を弁 じいふ ことは[中 略]よ つて石川忠房村上i表札等が上る と

ころ漢人等か齎 し来 りたる輿地図若干を模写 し地名を訳するに国字を以

て し此編 に附 して其国の方位形勢を著す[下 略]

この模写がほぼ正確になされた とみなせば,カ ル トゥー シュの記載か ら,

Kの 原図は1786年 目シア製の 日本図 ということになる。K表 紙題箋の 〈皇

朝輿地全図 魯齊亜国人製〉はこれを簡便に言い換 えた もの ともとれるが,一

方では当時Kの 原図につきどれほ どの理解がなされていたのであろうか。

2Kの 特異性Kがr北 瑳聞略』附載の他の地図 とは性質がことな って

いることは早 くから指摘 されてい る(3)。亀井高孝は 自著 『北柱間略』(昭和12

年)の 解題 に次の ように書 くω。(数 字はアラビア数字にかえた)。

さて所載の皇朝輿地全図は魯齊亜国人製の註 があつて1786年 の作に

よつた ものであ り,全 部ロシヤ文字で日本の地名が記され日本字がそれ

に傍記 されてゐる。然 るに此図は17世 紀中頃デ ュラソ(Durant)が 製

作 し,1679年 タヴェルニエ(Tavernier)の 著RecueilduplusieursRe-

lations中 に縮写所載された 日本図その ままの復刻であつて,何 等新意

を加へた　 を見ず,し か もそれは耶蘇会士の製図に拠った不精確iなもの

に属 してゐる。而 してその後100年 間における地理上の知識の進歩はダ

ソヴ ィル(d'Anville)の 地図その他 によつて も明 らかであるのに何故

にこんな時代離れの した ものが18世 紀末極東 に関心が強まった当時に

ロシヤに流布 して居ったのであ らうか。

ここではKがTavemier日 本図のそのままの復刻であること,当 時すでに

ヨーロッパ世界では時代遅れであったTavernier日 本図がこの時期のロシア

に刊行 ・流布 していた ことの不思議 さを語っているわけだが,こ れらの意見
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はその後の 〈解説〉で もひきつがれる㈲。後者の問題については今 しば らく

措 くとして,前 者の問題はいかがであろうか。この場合,そ のままの復刻 と

は どの ような意味であろうか。Tavernier日 本 図がKの 直接の原図 とい う

ことであろうか。Tavernier日 本図は元来 フランス語でカル トゥーシュや地

名等が表記されてお り,一 方Kは それ らが ロシア語でなされている。さ ら

に桂川の凡例か ら,Kは ロシアか らの将来図の模写であることが明言 され

ている。すると,ま ずKが 模写 された もとの図(=将 来図)は ロシア語の も

のであ ったはずである。 この図はTavernier日 本図のロシア版 とい うことに

なるであろう。

ここにこの将来図にほぼ直結する日本図が存する。すなわち,ペ テルブル

ち

ク刊 『日本誌』所収 日本図がこれである。ただ し筆者が見るをえたのは早稲

田大学図書館所蔵の回錐2版 所収 日本図である。(写 真3参 照){6)。

高野 明は早 くこの 『日本誌』 を紹介 し,つ いで所収 日本図を示 して見せ

た(7)。この図がKお よびKの 原図 と密接な関係 を有することは,だ れの 目

にも明 らかであ る。 しか し残念なことに細部 についての観察ない し意見は述

べ られなかった。

3『 日本 誌 』 『日 本 誌 』 所 収 日 本 図 に つ い て 語 る 前 に,r日 本 誌 』 自 体 に つ

い て 述 べ て お く。

早 稲 田 大 学 図 書 館 所 蔵 第2版(1768年)に よ れ ば,タ イ トル 等 は 次 の 通 り

で あ る 。

OnHcaHieoflfiOHt;,conepHa皿[eeBsce6七TpHqacTH,ToecTb:H3B包cTieo

ＬSliloH'lsHoBuHlsroHeHifiHaxpMcTiflHs,"CTOPHKOoroHeHiMxp"cTifiH5Bb

(sic)

兄m曲
.Hn・ ・ntu・Bani・ ・TpaH・T・ ・B魎r・Hpu・arareH・p・,・ ・T・P・ ・

HcnpaBHol{〕naH凪KapToK}vaM3pflJIHblMH(1)MrYPaMHYKpalileHo,HaneqaTa-

Ho .BTopL・IM5THcHeH三eM5.BsCaHKTfieTep6ypTts,npMHMenepaTopcKo亘

Axa丑eMiHHayKs,1768ro月a.、
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[3部 よりな る 日本誌。 すなわち,日 本 につ いてお よびキ リス ト教 徒迫害の原因

についての報知,日 本におけるキ リス ト教徒迫害の歴史,ヘ ン リク ・ハーヘナー

ルの旅行記抄。[本 誌は]正 確 な地図[単 数]と 見事な挿図[複 数]に よって飾

らる。第2版 。サンク トペテルブルクにて帝室科学アカデミーにより1768年 。]

[]内 は 意 味 を と る た め の 逐 語 訳 だ が,こ こ か ら も窺 え る よ う に 本 書 は タ

ヴ ェ ル ニ エ の い わ ゆ る 『航 海 誌 』(LessixvoyagesdeJeanBaptisteTavernier,

[…]Paris1676-79,3vols.後 述)第3巻{8)中 の 日本 記 事 と,フ ラ ン ソ ワ ・カ ロ

ソ 著,ヘ ソ ド リ ク ・八 一 ヘ ナ ー ル 補 注 の 「日 本 大 王 国 志 」(Beschrijvinghe

vanhetmachtighConinckrijckIapan,[…].初 出 は1645年)(9)の 旅 行 記 を 翻 訳 抄 録

し た もの で あ る(む ろ ん露 訳 が 何版 に よ るか い ま詳 らか で な い)。 内 容 に つ い て

は 高 野 明 に 譲 る が帥,初 版 の タ イ トル は 次 に 示 す よ う に 第2版 と や や こ とな

り,第2版 で は 本 文 中 に 示 さ れ て い る 編 訳 者 が 明 示 さ れ て い る 。 メ ジ ョブ

か ら引 用 す るω。

OnHcaHieo」 圧noH悟,coAep)K.Bsce6も:H3B4]cTieo2【noH七,HoBvaH'isroHe-

HiHHaxpMcTiaHs,BsfilloH「B,unocll'tSAoBaHiflcTpaHcTBoBaHiflr.

rareHapa∫ Φ.KapoHa,C.KopoBMHb-CHM6MpeHHHsvaM.ropnHuKiti;cち

KaPToK}H〈bMrypaMll.CH6.1734.

[日 本誌 。 日本 に つ いて お よび 日本 に おけ るキ リス ト教 徒迫 害 の 原 因 に つ いて

の報 知,H・ ハ ー ヘ ナー ル ・EカPソ の旅 行 記 抄 か らな る。S・ コ ロヴ ィソ=シ ム

ビ レニ ソお よびLゴ ル リツキ ー。 地 図[単 数]と 挿 図[複 数]付 き。 サ ン ク ト

ペ テル ブル ク,1734年 。]

初 版 は 第2版 よ り34年 前 に 刊 行 さ れ,第2版 同 様8折 版 で,値 段 は10ル

ー ブ ル だ っ た ら し い
。BM611HorpaabMfiflnoHHII6aに よ れ ば,さ ら に 初 版 の 構

成 が 判 明 す る 。 第1部 は 〈日本 に つ い て お よ び キ リ ス ト教 徒 迫 害 の 原 因 に

っ い て の 報 知 〉 で101ペ ー ジ か らな り,地 図(単 数)を 有 し,コ ロ ヴ ィ ソ=

シ ム ビ レ ニ ン 訳 。 第2部 は 〈キ リ ス ト教 徒 迫 害 の 歴 史>64ペ ー ジ,第3部

は 〈ヘ ン リク ・八 一 ヘ ナ ー ル の 旅 行 記 抄>166ペ ー ジ で,と も に ゴ ル リツ キ

ー の 訳 で あ る
。 挿 図 に つ い て は 数 も場 所 も言 及 が な い 。 第2版 は 初 版 同 様
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8折 本㈹であ り,部 立て も同順 ・同様 であ、るが,第1部 が128ペ ージ,第2

部が62ペ ージ,第3部 が163ペ ージとややページ数がこ となっている。早稲

田大学図書館所蔵 の第2版 に よれば,地 図は1枚,挿 図は4枚 であ り,こ

れ らの数はメジ ョブの第2版 に対する記事末の 〈銅版 日本列島図[単 数]と

[……]4枚 の銅版画つ き>ODとい う記述 に一致する。ただ し,同 館蔵第2版

におけ る地 図 ・挿図の うち地図 と挿図1枚 は本来の場所に挿入されていな

い。後 人による誤 りであ ろう。地図は現在第1部8-9ペ ージ間に貼 りつけ

られてあるが,同 図内の指示に従えば第1部1ペ ー ジに位 置するべ きであ

る。 また挿図 〈日本兵士像〉(仮 称)は 現在 タイ トルペー ジの前に貼 りつけ

られているが,本 来は第1部38-39ペ ージ間にあるべ きものである。39ペ ー

ジの ど部分にその痕跡がの こる。

第2版3-4ペ ージには 〈読者へ〉 という一文があって,こ れに続 く第1部

の内容がタヴェルニエ 『航海誌』 に依 っていることを述べている。 さらに,

同8ペ ージ末 か ら9ペ ージ初めにかけて 〈日本の国内で作図 された,き わ

めて正確 と認め られる地図 を本書 に付 して,読 者の参考 に供す る〉㈹と述 べ

ていることか ら,付 されたこの地図が タヴェルニエに附載された日本図の一

種の転載であろうことは容易に想像 され る。(な お,ち なみに同館蔵第2版

の地図は本文 に従 ってこの位置8-9ペ ージ間に貼 りかえ られている)。

『日本誌』初版所収の地図 と回錐2版 所収のそれ とが,同 じであるか異な

ってい るかは,残 念なが ら分か らない。『日本誌』初版は天理図書館に1本

蔵されている らしいが,地 図は脱落 しているもようである㈹。 ともあれ,し

か しなが ら両 図間に大 きな異な りはさほ どなかろうとみて,第2版 の地図

によって論を進め ようと思 う。

4『 日本誌』所収 日本図 とタヴ ェルニエ 日本図 早稲田大学図書館の蔵す

る 『日本誌』第2版 に含 まれ る日本図(以 下Wと 略称する)に 立ちかえる。

Wg)大 きさは図の枠の外側で縦21・1cm横31・6cm前 後である。 したがって
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本 には折 り込 まれ て入 っ て い る。 銅 版 に よる もので無色 である。 ロシア文字

による地名 ・短 文 が随所 にみ られ る。活字 体 ・イタ リックの大文字,イ タ リ

ッ ク小 文 字 が 目立 つ。 右 上 隅枠 外 に イ タ リ ックで 〈CTP:1.[1ペ ー ジ]〉

と,折 込 み の 場 所 が 指示 され て い る。

カ ル トゥー シ ュは左上 方 にあ って,次 の よ うな 一 文(全4行)が 書 か れ

て い る。 第1行 は活 字 体 大 文 字 大 字(一 部 イ タ リ ヅク使 用),第2行 は 活 字

体 大 文 字 中字,第3・4行 は イ タ リ ヅク(大 文 字 ・小 文 字 併用)だ が 〈江戸 〉

の み活 字 体大 文 字 を用い てい る。 い ま原文 の まま引用す るが,イ タ リ ック は

活字 体 に変 更 した的。

KAPTAOCTPOBOBち 牙nOHCKIX玉liBHEVa)KEOSHAqEHb

ngTbIAKOMOPEMbTAKOICgXHM5田TEM「bllero)Kero皿 一

∬aH耳11bIynoTpe6朋loT玉Bるnp砧3踏cBoeM玉Isrpa丑aHaHracaKHBropo且L

IIIE,[[OrniS)KHBeTsKoponboH』lxsocTpoBoBs.

[日本の島 々の地 図。 その中にはオランダ人たちが長崎の町からこの島々の王が

住んでいる江戸の町への旅で利用する海路も陸路も示されている。]

この タイ トル は,や や古 め か しい書 体 や 単語 ・綴 りで書かれてい るものの㈱,

Kの カル トゥー シ ュ内 の タイ トル と基本 的 に一致 す る とみて よい。大 きな

違 いはKが 年 紀 を有 し,Wは これ を有 さな い 点 で あ る。Kの 直接 の 原 図 で

あ る将 来 図 あ る い は も との図(以 下0と す る)は1786年 製 で あ り,一 一方W

は1768年,Wの 初 版 は1734年 で あ る。 光 太 夫 の漂 流 は 天 明2年(1782)の

出来 事 で あ っ た が,翌 年 ア ム チ トカ 島 へ 漂 着 し,よ うや く天 明7年(1787)

9月 シベ リア本 土 の カム チ ャッ カ に移 る。 したが って,時 間 的 に は0もW

もそ の初 版 の地 図 も,光 太 夫 シベ リア移 動 の 前 の 出来 事 である。 この点は確

認 してお く必 要があ る。

ここで翻 って,タ ヴ ェル こ.工日本 図 に つ い て軽 くふ れ た い。前 述 した よ う

に,本 図 は タ ヴ ェル ニ エ 『航 海 誌 』 全3巻 の うち 第3巻 中 に 付 図 と して は

さま れ て い る ものであ る。 『航 海誌』 初版 は も とよ り稀窺書 であ るが,ラ イ
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デ ン大 学 図 書 館 の 貴 重 書 室 ドゥー サで筆者 が手に した初版本 では 日本図 が脱

落 して いた。 幸 い初版 よ り1年 後 刷 りの1680年 刊 第3巻 に地 図 が 保 存 さ れ

て い た。1年 後 刷 りとい って も,増 刷 の よ うで,大 きさ や 装 釘 等 は ま っ た く

か わ らず,し か もこの 本 は ア ム ス テ ル ダム 東 イン ド会社 の 旧蔵本 であ った ら

しい。 この ドゥーサ蔵 の タヴ ェル 二王 日本 図(以 下Tと する)を 筆 者 の ノ ー

トに従 って,瞥 見 して み る。(第2図 参照)

Tは 紙 の 大 きさ が縦55cm横83cm位 で あ った(枠 内の計測はで きなかった。

諸書で タヴェルニエ 日本図の大きさを51.5x76.5cmと す る)。 した が っ て,Tは

Kよ り もや や 大 きめ で あ る。 紙2枚 を つ い だ もの を1紙 と し,銅 版 無 色 で

あ る。 カ ル トゥー シ ュはW同 様 左 上 方 に あ り,そ の形 は 方 形 で あ る(Wも

同 じ)。Compassroseは 上 下 に1っ ず つ 計2ケ 所,後 者 の 下 に 〈Auec

PriuilegeduRoy[王 の 允 許 を え て]〉 とあ る。 図 右 下 隅 近 くにscale(30迄

標示)が あ り上 に 〈LieUesdulaponensemblellpetitesLieUesdeFrance[日

本 の 里 は フ ラ ン ス の 小 さ い里 に あた る]〉 とあ る。 さ らに 右 下 隅 に 〈Durant

fecit[ヂ ュラ ン作]〉 と銅 版 製 作 者 の 名 を しるす 。 九州沖 には洋風 帆船2艘

が 図示 さ れて い る。

さ て,カ ル トゥー シ ュに は や や 古 い フ ラン ス語 で タイ トルが次の よ うにあ

る(全3行)⑲ 。

CARTEDESISLESDUIAPONllEsQuELLESESTREMARQvE・LAROuTE

TANTPARMERQuEPARTERREllquetiennentlesHollandoispourse

transporterdelaVilledeNangasaquiaIEDOderneureduRoydeces

meSmeSISIeS[.]

[日 本の島 々の地 図。その中には オランダ人たちが長崎の町からこの同 じ島々の

王の住居である江戸へ赴 くためにたどる海路 も陸路 も示されている。]

この フ ラ ン ス語 タイ トル は,内 容 も また措 辞 の 点 か ら もWの ロ シア 語 タ イ

トル とまず 同 じ とい って よい。

TとWを 概 略 的 に比 較 して み る。 図全 体 に関 して も,日 本 列 島 とそ の付
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属の島々および朝鮮 島の形状につき,TとWは 一致する。点線で示された

長崎か ら大坂を経て江戸 に至 る蘭人参府の経路 と経 由の町々の地名 も両者に

存す る。さ らに20ケ 所あま りに付 された短文による説 明もともにあ る。同

じく海洋名 も3つ あ る。また,数 ケ所にみ られ る金 ・銀 山の文字 による注

記 も一致する。町を示 す城型のマークもほぼ同一一である。経度はTで は,

下枠で170か ら184が,上 枠で168か ら186が 標示され,緯 度は左右枠で とも

T W

①朝鮮島 IsLEDECoRAYoude OCTPOB=』KopalHJIH

COREER Kopeep●

[日 本]

②シモ,西 国王国 XIMO‖LERoYAuMED訓 XIMOilKO-llPOJIEBCT.

(九州) SAIKOCK ‖CAIKOI(ち

③四国島 TOKoEsloullXIKoKoIsle. TOKOESImHll

YIKOKOOCTP:

④山城 IA.MAISOIT IAMAICOIT

⑤越後 IETSEN IETCEH

⑥越前 IETSEGEN IETCErEH

⑦関東 QUANTO KVAHTO

⑧奥州 OCHIOR OXIOP

⑨蝦夷地 TERREDEIEsso 3EM∫IIAIEC-[lCO

⑩津軽海峡 DestroitdeSangaar npoJIHBa(sic)CaHrapL

⑪長崎 NANGASACQUI HaHracaKH

⑫平戸 FIRANDO ΦlpaH日o

⑬大坂 OSACCA OcaKa

⑭ ミヤコ(京) MIAcoou‖MEAco MiaKO田HllMeaKO

⑮尾張 OWAERI OBaeP杣BoyBPH

⑯江戸 IEDOouIENDO IE瓜OH朋IEH丑0

⑰松島 MAICUXIMAIsle. MAIKgYIMA

[海 洋]

⑱ 東方洋(日 本海) OCEANORIENTAL OIくIAH玉BOCToqHblH

⑲朝鮮海(東 シナ海) MERDECOREER MOPEllIくOPEEP(sic)

⑳南海(太 平洋) MERDV.SUD
,'.

MOPEK))KI{OEI

*地 名の 〈山城 ・越 後 ・越 前〉は それぞれ今 日い うそれ らの場所 とは一致 せず,Tで

の位置 は 〈山城〉 が中 国地方 に,〈 越後〉 が近畿 か ら紀伊半 島あ た りに,〈 越 前〉は

中部地方 に配 されてい る(存 疑)。WもTを ひ きつ ぐ。
**ロ シア文字 の うち ,〈Y・V・9>は 古 い字 体でそれぞれ[ks][w][u]の 音を表 わす。
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に32か ら40が 標示 される。Wの 場合,経 度は下枠 で170か ら184 ,上 枠 で

169か ら185で あ り・緯度は左右枠 ともに32か ら40で あ る
。上枠経 度の標示

で両端の168と186が 示 されていないが,TとWの 緯度 と経度の標示 も同一

と判 じてよい。以上からTとWは 同図 と結論づけられる。

参考のため,大 きな地名等につ き,TとWで の表記を並記 して掲 げてお

く。第1欄 は説明のための仮 りの直訳であ り,か っこ内に現代名を示す(上

表参照)。

次 に 説 明 の 短 文 と 金 ・銀 山 の 注 記 を 例 示 し て お く剖。 例 文 末 に 遂 語 訳 を 付 付

す 。(パ ン ク チ ュ エ ー シ ョ ン は 原 文 の ま ま)

1[平 戸]

T:CelieuestoitautrefoislllapremieredemeurelidesHo1landois

[こ の 場 所 は昔 オ ラ ン ダ 人 た ち の 最 初 の 住 居 だ った 。]

W:rIepBoe>KhH-llirCero刀aHAnoB[オ ラ ン ダ人 た ち の 最 初 の 住 居]

(sic)(sic)

2[対 島?]

T:L'lsleouonenuoielallleunesse,quineveutrienllvaloiretou

onlesfaitntrauaillerparllforce,iusqueacequellleursPlus

proches,lesenretire～[ろ くな こ と を しな い若 者 が送 ら れ る 島 そ

こで は 親 類 た ち が ひ き と る ま で,彼 らは 強 制 的 に 労 働 さ せ ら れ る。]

W:OcTp6BbBKoTopovaδcblna8TbjlMonoJlblxbJlt)TeHKδpLlel1He.

xoTATbpa60TaTM,ilr1白npl{Hy>K瓜a宕TLHx(lpa60TaT班cH"oK)H

且α曲xbM悟cTbll瓜 ・HAe)Kell・1・6nii)KH"xbllcp・ 蝋K・BbKT。ll

ifXbBOCMeTb[働 こ う と しな い 若 者 た ち が 送 られ る 島,そ こ で は 親 類

の誰 か が ひ き と る ま で,彼 らは 強 制 的 に 労 働 さ せ られ る。ユ

3[琵 琶 湖]

T:CeLaca18Lietiesdelilong,onypeschequantit61ideSau-

・mons[こ の 湖 は 長 さ18里 で
,大 量 の 鮭 が とれ る。]
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W:CleO3epo18MH肪ll田HHH緬oBo∬HollBH6CeMrH[こ の 湖 は

長 さ18マ イ ル で,そ こ に鮭 が た くさ ん い る。]

4[岡 崎]

T:Cestoullsontlesplusbellsllfemmesdupais.[こ こ が 国 中 で もっ

と も美 しい 女 性 た ち⑳が い る所 だ 。]

W:OKaCbr舳 皿yTqino∬bll)KeHCKin[岡 崎,こ こ に 最 上 の 女 性 が い

る。]

5[富 士 山]

T:Fusinoammallmontagnetoujoursllcouuertedellneige[富 士

の 山,い つ も雪 に お お わ れ て い る 山]

W:Φ83iHoaMHi』(sic)ropaBcernallnoKpblTac曲 －roMb[富 士 の

山,い つ も雪 に お お わ れ て い る山]

6[因 幡]

T:DanslaprouincedeIamaisoit,danslllesmontagnes,quisont

P,。ch・d・1・llVill・,d・lnab・ ・Cest・u・ ・ntlesmin・ ・,1:lesplu・

abondantes,enargent～[山 城 地 方 の 中,因 幡 の 町 に 近 い 山 々 の

中,こ こ が 銀 の も っ と も豊 富 な 鉱 山[複 数]が あ る所 だ 。]

W:BnpoBMHqVvaflMai'coiTb611H3LropoAallHHa6aHMiSK)Tcfi

BropaxsnpeM306rantSva-II叫incpe6pflHbifip8AoKonCTBa[山 城 地

方 の 中,因 幡 の 町 の 近 く,山 々 の 中 に も っ と も豊 富 な 銀 の 鉱 山[複 数]

が あ る 。]

7[坂 東]

T:DanscesteprouincelldeBandelllilyaaussidesllminesd'ar-

gent[こ の 坂 東 地 方 に も銀 の 鉱 山[複 数]が あ る。]

W:BcethnpoBMHilinl1BaHnellMMiseTcflllpy且blllcpe6PfiHasiに の 坂

(sic)(sic)

東 地 方 に は 銀 鉱 石[複 数]が あ る。]

8[仙 台]
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T:Mineslld'or[金 鉱 山[複 数]]

W:cnaTaHpyna[金 鉱 石[単 数]]

(sic)

Tに つ き付 言 す る。 地 名 の綴 りは キ リシ タン系資料 に基 づ いてい るため,

た とえ ば,〈 キ 〉 〈ケ〉 〈シ〉 〈セ 〉 〈ッ〉 は それ ぞれ 〈qui>〈que>〈xi>〈xe>

〈tcu>の 表 記 を起 原 とす る。

例:T[伯 書]

[上 野]

[山 城]

[仙 台]

[津ノ国]

FOQUI

CONZUQVE

YAMAXIRO

XENDAI

TCVNOCUNI

こ れ らはWで は そ れ ぞ れ 〈ΦoKH/KoH3*Kb/flMa>Ci'porgeHnaVTK8HOKgHH>

とほぽ機械的 に翻字 され,し た が って い っそ う地 名 が わ か りに くくな ってい

る。 また,次 例 は 元 来 〈s>の 小 文 字 の ヴ ァ リア ソ ト 〈f/f>を 誤 って く1>

あ るい は 〈i>と 読 ん だ た め に生 じた綴 り と解 され,こ れ がWへ と踏 襲 され

て,こ こで は 元 来 の 地 名 か らか な りはなれて しま ってい る。

T[武 蔵]MVLAXIcf.W:Ms皿a恒'

[上 総]CANZVLAKaH3Sna

[土 佐]TOIATOfl

大 ざ っぱ な言 い方 が 許 され る な らば,タ ヴ ェル ニ エ 日本 図 は,現 在 は失 わ

れ て い るモ レイ ラ 日本 図か らブ ランクス 日本図,サ ソ ソソ 日本 図 へ と連 な る

タイ プの 日本 図の中に,モ ン タ ヌ ス 『日本 誌 』 に付 され た参府 のための 〈長

崎 か ら大坂 への海路 図〉 と 〈大坂 か ら江戸への陸路 図〉 とをはめ込んだ もの

であ る(写 真1参 照)?a。

5タ ヴ ェルニエ 日本 図の変種 とWの 原図の推定 しか しなが ら,Tと

'Wの 相似性がその まま直接の復刻の関係にむすびつ くわけではない
。 タヴ



「皇朝輿地全図」 と 『日本誌』所収日本図について65

エルニエ 日本図の初刊は1679年 であ り,『 日本誌』の初版所収図が第2版 と

同 じとして も,そ の刊年は1734年 であ る。 ここに55年 の時間差が存する。

一方では
,タ ヴェル二王 『航海誌』は世 に歓迎された らしく,初 刊本以降

18・19世 紀 から現代 に至 る迄,フ ランス語版はむろんの こと独 ・蘭 ・伊 ・

英訳本が多数刊行 された とい う閤。筆者 も何冊か手に したが,こ こで注 目し

なければな らない こ とがあ る。 すなわ ち付図の小型化 であ る。 た とえば

1680年 英訳版のそれは四維37cm横53cmほ どで,し か も左上 に トソキソの

地 図がはめ こまれた。 また1678年 パ リ刊本(仏 語)で は,縦21cm横32cm

ほ どである。

後者の大 きさは,Wの それ とほぼ一致す る。上では詳述 しなかったが,

Tで 九州沖 に描 かれた洋風帆船2艘 は多 く後代の図中にひきつがれ(た だし

例えば1680年 英訳版は削除),Wで も同 じく九州沖に存する。Wで はさらに 日

本海側で隠岐島の上 に2艘,能 登沖 に1艘,秋 田沖 に1艘,太 平洋側紀伊

半島沖に1艘,計5艘 の船が描 かれている。 しか もこれ らの船は九州沖の

2艘 と型が ことな り,ジ ャンク風の帆船 である。またWで は,Tと 同様,

対島か ら仙台 まで説明の短文が20書 き込 まれているが,そ こには1か ら20

の数字が付されている(た だしすべてが完全に読みとれるわけではない)。 これ ら

の数字 はTに は存在 しない。 カル トゥーシュ内の タイ トルは,Tが 全3行

で,第1行 は活字体大文字大字,第2行 は活字体大字中字,第3行 はイタ

リック体(大 文字小文字併用)で あ るのに対 し,Wの それ らは全4行 で,第

1行 が活字体大文字大字,第2行 が活字体大文字中字,第3行 と第4行 がイ

タリック体(大 文字小文字併用)と な っている(〈江戸〉のみ活字体大文字中字)。

以上,④ 船,◎ 数字,◎ カル トゥーシ ュの3つ の問題がひ とつの手掛 りを

与えて くれるであろう。

上述 の1687年 パ リ刊本 の場合,④ は計5艘 の船がWと 同 じ場所 に存す

る。ただ しジャンク風ではな くすべて洋風帆船である。◎の数字はやは り存

し,し か も(途 中脱落があるが)21迄 付 されてい る。◎は全4行 で,第1行
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のみ活字体大文字大字,他 の3行 はイタリック体(大 文字小文字併用)を 主 と

し,2地 名 〈長崎 ・江戸〉のみ活字体を使用する。そ して興味ぶかいことに

この1687年 パ リ刊本付図のカル トゥー・一一ーシ ュ右わ きには,上 枠 にそってイタ

リック体で小さ く<皿.DeelFol.1.[第3巻,第1丁]〉 とオランダ語が存

する(こ れはこの図の綴じ込み場所を指定するのだろう)閤。 これ らは一体何 を意

味するのであろうか。おそら く④◎◎ ともに形式の多少の変更は,版 権 との

かかわ り,あ るいは各版の独 自性の主張 ということで もあろうか。筆者には

この点につき,知 識はない。

しか しなが ら,◎ の数字の付加 は どうい うことであろうか。Wの 場合,

地図中にも本文中にもこの数字 を説明する文章が存在 しないのである。 とす

れば,Wの 図中の数字は,元 来 コピー した原図中に存 し,Wは これをその

ままもち込んでいるのではなかろうか。

こ こにライデ ン大学蔵 の一本 略 題紙 に 〈AlledellWERKENllVande

HeerllJ.BAPTISTATAVERNIER,ll[…][」.バ プ テ ィス タ ・タ ヴ ェル ニ

エ 氏 の 全 著作]〉 と題 す る蘭 訳 本3巻 が存 す る。4折 本 で,1682年 に ア ム ス

テ ル ダム に お い て 刊 行 さ れ た。 この第3巻 月中 に は 問 題 の 日本 図 が折 り込

まれ て い るが,そ の 大 き さ はTの 原 図 よ り小 型 化 さ れ,縦21cm横32cm

ほ どで あ り,こ れ はWや1687年 パ リ刊 本 の 図 の 大 き さ とほ ぼ 一 致す る。 し

か も図は テキ ス トがフ ラン ス語 で書 かれ て い る。 この 図で◎ は 同位 置 に計

5艘 存 し,た だ しこれ らは(Wと 同様の)ジ ャ ン ク風 帆 船 で あ る。 ◎ は数 字

が やは り存 し,し か も22ま で あ る。 ◎ は概 してTと 同 じ とい っ て よい。 す

な わ ち 全3行 で,Tと フ ラ ン ス 語 タ イ トル は 同文,体 裁 も同 じ く第1行 が

活字 体 大 文 字 大 字,第2行 が 活字 体 大 文 字 中 字,第3行 が イ タ リ ック体(大

文字小文字併用)と な って い る。 しか もタイ トル 冒頭 〈CARTE>第1字 上 に

イ タ リ ック小 文 字 で 〈a>字 が1字 付 され る。 そ して この フ ラ ン ス語 に よる
¥

地図の前 には蘭文の,次 の よ うな 印刷 上 の 指 示 が存 す るのであ る閤。

AANWYZINGllVandevertalingvanverscheidebe-llzonderedirigen,
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indenevensgaandeKaartinlldeFranscheTaaluitgedrukt.Testellen

inII'tdardeDeel,voorde-Kaart,in'tbeginllvan'teersteBoek.Fo1.1.

[フ ラン ス語 で 書 か れた添 付 地 図 中 の いろ い ろ な珍 しい事柄 の 翻 訳 の 指示 。 第3

巻 第1冊 第1丁 に,地 図の 前 に入れ る こ と。]

つ ぎ に カ ル ト ゥ ー シ ュ 中 の タ イ トル の 蘭 訳 が あ る 。 冒 頭 〈A>は 上 述 の

〈CARTE>上 の イ タ リ ッ ク 〈a>字 に呼 応 す る も の で あ ろ う。

AKaartderEilandenvanJapan,indewelkookdellstreekaangewezen

word,diedeHollanderszoterZee,IIalsteLanthouden,omzichuitde

statNangasaquitotilJedo,dewoningvandeKoningdezerEilanden,te

ver-llvoegen.

[臼 本 の 島 々の地 図。 その 中 には オ ラン ダ人 たち が長 崎 か らこの 島 々の王 の 住居

で あ る江 戸 へ赴 くた め に とる海 路 も陸 路 も示 されて い る。]

つ い で 地 図 内 の 説 明 の 番 号 に対 応 して,1か ら22ま で の 番 号 を 有 す る オ ラ ン

ダ 訳 が 列 挙 さ れ て い る 。21は 津 軽 海 峡 に,22は 蝦 夷 島 に あ て ら れ て い る

(Wは21・22は 番 号 を欠 く)。 参 考 の た め,上 で 問 題 と した8つ の 説 明 文 に 対

応 す る 条 を 引 用 例 示 して お く。

1:2Firando.Dezeplaatswaseertijtsd'eerstewoningderHollanders.
o

[平 戸 。 この 場 所 は 昔 オ ラ ン ダ人 た ち の 最 初 の 住 居 だ った 。]

2:1'tEilant,daarmenalledejeuchtzend,dienietwildeugen,en

daarmenllhendoorgeueltdoetwerken,totdathunnaastemogen

henvandaarlltrekken.[ろ くな こ とを しな い 若 者 全 員 が 送 られ る島,ま

た そ こ で は 親 類 が 彼 ら を ひ き と る ま で,彼 らは 強 制 的 に労 働 さ せ られ る。]

3:10Dezebinnenzeeisachtienmijlenlang,enmenvischt'erveel

Salm.[こ の 内 海 は 長 さ18マ イ ル で,そ こで 大 量 の 鮭 が とれ る 。]

4:130kasaqui.Hierzijndeschoonstevrouwenvan'tlant.[岡 崎 。 こ

こ に 国 中 で も っ と も美 しい 女 性 た ち が い る。]

5:14Bergen,altijtmetsneeubedekt.[い つ も雪 に お お わ れ て い る 山 。]
、
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6:91n'tLantschapJamniscit・in't
.gebergte・datnaaanInabais,zijn

d'overvloedig-llstezilvermijnen.[山 城地方の中,因 幡 に近い山脈 中

に,も っ とも豊富 な銀鉱山[複 数]が ある。]

7:161nditLantschapBandelzijnookzilvermijnen .[こ の坂東地方 に も

銀鉱山[複]が あ る。]

8:20Goutmijnen.[金 鉱山[複 数]。]

ま た こ の 図 に は カ ル ト ゥー シ ュ右 わ き,上 枠 の 下 に イ タ リ ッ ク で 〈皿.

Deel.Fol.1>と あ る。 これ は1687年 パ リ刊 本 に もあ っ た。

以 上 か らた だ ちにわ か るよ うに,Wに み られ る図 中 の 数 字 は 元 来 復 刻 し

た原 図に存 した ものであ る。 この原 図は タヴ ェルニエ初版 日本 図元来 のフ ラ

ンス語の テ クス トを有 し,大 き さ は(Wと 同 じで)縦21cm横32cmほ ど。

九 州 沖 の 洋風 帆 船2艘 の ほ か に,日 本 海 と太 平 洋 に 計5艘 の 船 を描 く。 こ

れ らは ジ ャ ン ク風 であ ろ うか。 説 明文の数 字 は少 な くとも1か ら20ま で は

存 在 した で あ ろ う。 カル トゥー シ ュ内 タイ トルは む ろん フ ランiZL語 で3行

か
.4行 か らな り,第1行 は 活 字 体 大 文 字 大 字 で,第2行 は 活 字 体 大 文 字 中

字 で ・第3行 あ る い は第3・4行 は イ タ リ ック(大 文字は小文字併用)で,〈 江

戸〉のみ活字体大文字であったろうと推量される。そ してこの原図は,オ ラ

ンダ語の翻訳本かフランス語の後刻本 蒔綴 じこまれていたのではなかろ う

か。 この原図は,は じめ上述のような蘭訳本な どの翻訳本中で使用すべ く製

作された ものが,の ちにフランス語後刻本 にも広げて用いられたのではなか

ろうか。 この ように,Wと その初刊 『日本誌』所収III本図の原 図は,タ ヴ

ェルニエ初刊本付載の 日本図やTの ご とき本来の大 きさの図ではな く,の

ちに刊行 された版 に付載された小型の,フ ランス語 による日本図であ った

と,筆 者には考えられるのである。

6WとKの 比較 本来の問題 にたち もどる。WとKの 比較 を,Wを 基

点 とレて行なう。両者の基本的な事項をは じめに再確認 してお く。冒頭の番
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号は,比 較の項 目の通 し番号である。

①年 紀

②大きさ

③ 品質 ・形状等

④ カル トゥーシュ ・
タイ トル ・書 き方

W K

1768年 1786年

21ユ ×31.6cm 48.6x73.2cm

銅版 ・無色 写本 ・若色

方形 ・4行(活 字体+イ タ リボ ン状 ・6行(筆 記体)・
リ ック)・ 年 紀な し ・分 か
ち 書 き ←一部 不完全)

年紀あり・続け書 き

④ の書 き方 につ き注記 す る。Wで は2行 目〈lcgxvaMS[=HC8XHMb]〉,

3行 目 〈lsrpaＬla[=H3srpana]〉 を 除 き,ほ ぽ 完 全 な 分 か ち 書 きに な っ て

い るが,コ ン マ ・ピ リオ ドを用 いず,改 行 に よって これ を代 行 す る。 これ に

対 しKは 一 見 続 け 書 きで あ る。 た だ し,コ ンマ ・ピ リオ ド ・コ ロ ン が 用 い

られ,か つ 単 語 末 の 〈玉〉 の 役 目 もあ い まって,語 の 切 れ 目は よ くわ か る し

くみ で あ る。 また綴 りに,略 符 号 ・ア クセ ン ト記 号 が存 し,上 書 き もあ る点

は,地 図 内 の 表 記法 と も関 連 す るが,こ れ らの点 につ いて は,後 述 す る。

次 にa)あ っ た もの が な くな った場 合,b)な か った もの が あ る場 合,c)と

もに あ る が な ん らか 変 更 さ れ た場 合,d)同 じ く変 更 が な い場 合,に 区 分 し

て 列 挙 す る。(冒 頭 の 番 号 は上 表 か らの続 きで あ る。)

a)有 →無

⑤Wの 右 下 隅 に あ るscaleと 説 明 文 がKに な い。

Kは 『北 桂 聞略 』附 図 の ひ とつ で あ り,他 の 附 図 で もscaleは 消 去 さ れ て

い るか ら軌 同 じ く消 去 された ものであろ う。Kの 模 写 した 原 図0で は,存

在 して い た の で あ ろ う(以 下0に つ いて は あ くまで も筆 者 の推 定であ る)。

⑥Wの 太 平 洋側 のcompassroseがKに な いb

Wで は 他 に 日本 海 側 に ひ とつ,同 じ形 のcompassroseが 計2箇 存 在 す

る。 これ に 対 しKで は 前 者1箇 の み で,形 状 に変 化 が あ る。Kが0の 忠 実

な 模 写 と仮 定 す れ ば,太 平 洋 側 で の 文 字 の 配 置 と空 間 の な さか ら,0で も

消 去 さ れ て い た で あ ろ う。 す な わち,0で もcompassroseは 日本 海 側 に1
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つのみであったろう。

⑦Wに ある計7艘 の船がKに すべてない。

Wで は九州沖に2艘 の洋風帆船 ポル トガル船を表わす が配 され ,

日本海側 に4艘,太 平洋側 に1艘 のジャンク風帆船が描かれている。0で

もすべて消去されていたであろう。

⑧Wで 説明文の頭に付された1～20の 番号が¢9,Kに ない。

この数字の起原は上述 したが,Wに 残存 していた数字がKで すべて消え

ている。0で もおそ らく存 しなか った。すで に数字 を付 す意味がなかった

からである。

⑨Wに ある海の名のひ とつ 〈OKIAHI・BOCTOqHblH>が,Kで はな

い 。

Wで は 九 州 ・中 国 と朝 鮮 の 間 に 〈MOPEIIKOPEEP>が ,日 本海 上 に は

・〈OKIAHI)BOCTOqHblM>が 存 す るbKで は
,前 者 の 位 置 に は な に もな

く,か つ 後 者 の 位 置 に前 者 が 後 者 に かわ って 〈MOPEI(OPI]EPb>と 続 け

書 き ・大 文 字 ・花 文 字 で 記 され る。太平 洋側 は,文 字 の形 式 の 変 更 の み で,

同 一 名 〈MOPEK])》KHOE>が 記 さ れ る。0は お そ ら くKと 同 様 で あ っ た

ろ う。 す る とカル トゥー シ ュ左脇の 日本海 の空間が ひろ くあ いてい るが ,こ

こは どうな の で あ ろ うか。 な にか凡 例等の記 事が存在 して いた のか,あ る い

は す る筈 で あ った の か,不 明 と しか言 い よ うが な い。

⑩WにTか らqき つ ぐ大 き な 地 方 名 の う ち 本 州 内 に 表 示 さ れ た

〈IAMAICOIT/IETCEH/IETCErEH/KVAHTO/OXIOP>の5地

方 名 が,Kに な い。

九 州 と四 国 の地 方 名 はKで も表 示 され て い る が,誤 解 ・誤 記 が あ る㈱。

cf.九 州W:XIMOliKO-llPOJIEBCT.llCAIKOK5;K:XHMo

KoponeBcTBoIICatiKo肌HaHra==llcaKM.四 国一 －W:TOKOESIMnHll

(sic)

YIKOI〈OocTp:;K:OcTpoBsIIKoToe311inllKciKoKo.〈 長 崎 〉 は 別 で あ る
(sic)(sic)

筈だが,Kで は 〈西国〉の次にこれ らと九州の名がひ とまとま りをなすか
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の ご と く書 か れ て い る。 誤 解 で あ る。0で も こ れ らの 表 記 はKに 近 か った

の で は な い か 。

⑪Wで 琵 琶 湖 中 に書 か れ て い た説 明 文が,Kに な い。

Wに はTか ら継 承 した短 文 で,か つ 頭 に 〈10>の 番 号 を有 す る説 明文 が

存 した が,Kで す っか り消 えて い る。0で も同 様 で あ った ろ う。

b)無 →有

⑫Wで は な か った緯 線 ・経 線 がKで 海 の 部 分 にの み ひ か れ て い る。

この事項 に先立 つ原因 は,後 述 す る よ うに,図 法 の 変 更 で あ る。 これ は重

要 な変 更で あ る。 むろん0で もKと 同様 で あ っ た ろ う。

⑬Wで は ま った く用 い な い ア ク セ ン ト符,ま れ に用 い る省 略 符 を,Kで

用 いて い る。

Kで は ロ シ ア 語 ・日本 語 の ロ シ ア語綴 りの うち若 干の 単語 にア クセ ン ト

を付 す る。次の ようにカル トゥー シ ュの タイ トル の ロシア語 では ダ ヅシ ュの

符 号が存 し,こ れ は その ロ シ ア語 の ア クセ ン トに一致 す るゆ え,ア クセ ン ト

符 とみ て よい。l

Iくap'Ta,BHePt》Ke,03HageH,M6ptSMs,cYxiiMs,llYTξM5,r{MaH,llbl,)KH-

(sic)(sic)
B鳴Tる,OCTPOBOBb.

(sic)

短 い説 明文 中 に も例 が あ る。

KoT6po面,llpaBiiH江iH,6皿63ち,rlpo」1亘B玉

(sic)

日本 語 地 名 に も若 干存 す る。

Hξcco[蝦 夷],VaeAo[江 戸],eTAro[越 後],KBIIHO=KYHH[紀 伊 ノ

国],牙MaHC6HTb[山 城]

語 中 か らの 省 略 符 〈:〉 は,WとKと も に用 い られ るが,語 中1字 を 省 略

す る符 号 はWで は使 わ れ な い 。 語 末 の 場 合,WはKと は 別 の 省 略 符 が1

例,琵 琶 湖 の 説 明文 中 で 用 い られ る。

BHE[=BHeMS]

こ、れ に対 し,Kで は カギ 印 ぐ〉 が わ りあ い 用 い られ る。正 しいか どうかは
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別 と して,意 識 と して,jersの 一 方(5かb)が 本 来 あ るべ き こ とを示 す よ う

で あ る。 次の ようにロシア語 に も日本語地名 に も見 られる。今省略符 はアポ

ス トロフで代行 して示 す。

Kap,Ta,ra皿aH,耶1輌,npoB倉H,UiH,,ToHnoK,cfiMa[止 々島]1(aH,3YK5

[上野],yT,田y[越 中],1〈aTafiK'cy[加 太津?]¢1}
(sic)

0に は ア クセ ン ト符 は な か っ た の で はな か ろ うか。 ただ,省 略 符 は 存 在 し

た で あ ろ う。

⑭Kに は 朱 筆 で,地 名 あ るい は ロ シア文 字 の 読 み が書 き込 まれ るこ とが

多 い。

む ろんWに は 日本 語 は 存 しな い 。 朱 筆 は,漢 字 表 記 の 場 合,右 か ら左 へ

か,上 か ら下 へ の 順 で あ り,読 み が な は左 か ら右 へ の 順 で あ る。 この朱筆

は,加 藤 健 民 に よ る と桂 川 甫 周 の 手 であ る とい う。K製 作 時 で の 書 き こみ

で あ る。

例:太 平 洋 は 〈MOPE幻)KHOE>と あ って,上 に 〈モ レ ヨヅ ノ イ〉,右

下 に 〈即 南 海 〉 と朱 筆 が あ る。

c)変 更あ リ

⑮Kは 上 端 の経 度 の と り方 を変 更 した。

Wは 左 右 枠 に示 す緯 度 の標 示 が と もに下 か ら 〈32>か ら 〈40>と あ る。

経 度 は 下 枠 で 〈170>か ら 〈184>ま で,一 ・方 上枠 で 〈169>か ら 〈185>ま

で 標 示 さ れ る。 これ に対 し,Kは 左 右 枠 の緯 度 は 数 字 を漢 字 に か え るだ け

でWと 同 じ く三 十 二 〉 か ら 〈四 十 〉 まで。 しか し,経 度 は 漢 字 に か えて,

下 枠 で はWと 同 じ く百 七 十 〉 か ら 〈百 八 十 四〉だ が,上 枠 で く百 七 十 〉 か

ら 〈百 八 十 四 〉 まで と変 更 されてい る。 これ は極 言す れば,Wで 円錐 図 法

風 に 日本 図 が描 か れ て い た のが,Kで は 円 筒 図 法 風 に 変 更 さ れ て 描 か れ て

いる こ とを意味 する。 したが って図の左右上方 が もとよ りひ ら くか っこうに

な る。 よって,Kで は 隠 岐 島 下 方 の 山 陰 の 入 江 が 上 に直線 的 にひ ら くよ う

に描 かれる し,南 部 の東 端 は右 枠 か らは み だ して描 ききれ ていない。 ところ
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が,Kの 図形 をよ くしらべてみる と,実 際はややずさんに描かれた とみ ら

れる。た とえば,能 登半島東端はWで17go経 線に接するはずであ り,そ の

下方の越後の大河は切れ込みが179。1/3ほ どの経線に沿 うはずである。 とこ

ろがKで は前者は約17802/3の 線に接 し,後 者には179。の経線が描かれてい

る。すなわちこの部分でKは1/3。 ほ ど西へずれていることになる。 さらに

朝鮮 にいた っては乱暴で,経 度を無視 している。Wで は海岸線の上端 が

168,soに 接す るのだが,Kで は169.50に 接 している。円筒図法では描 ききれ

ないが,図 としては朝鮮が必要なこ とか ら,左 端に位置 させたのであろ う

か。図法を無視することはなはだ しい としなければならず,日 本図のラフさ

かげんか らも,正 確に円筒図法の手法 によったのか,い ささか疑問 といわざ

るをえない。0もKと 同 じであったろう。

⑯山のけばの施 し方が変わった。

前項 と同 じく,も との図 とはちがうことを積極的に示そうとしたのか,画

図 ともにみ られ る山に,Wで はあたか も図の左上か ら光があたった如 く,

山の右側一方がけばを施 されている。 ところが,Kで は光は図の上方か ら

きた ごとく,山 の左 ・右両側にけばが施れている。0もKと 同様であ った

ろう。

⑰五島列島の位置の標示が異なる。

Wで は,平 戸のある島の下方端の先につ らなる連山形の島を,五 島列島

と標示 してい るが,Kは 朝鮮 島の一部 ない しは済州 島をそれ と し,短 文

〈OCT:MroponbEllrOTO>{3⇒ を付 して,島 内に朱で 〈五嶋〉 と標示する。W

で上 と同様の短文(頭 に3の 数字を付す。また最初の語には 〈OCTP:〉と略す)が,

末尾 〈rOTO>を 島に接 して存するが,そ の先頭が朝鮮烏下端に接 している

ため、・おそらく誤認 して ものであろう。 したがって0で も同様だったろう。

⑬主要な町を示すマークが異なる。

Wで は当時 ヨーロッパで通行 した砦風の建物のマー クを用い る。 このマ

ークの建物は中央に円をもち
,ま んなかにやや高めの塔,左 ・右脇に低めの
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塔 を配 した もので,そ れぞれの塔上にポールがつきでる。町の規模に応 じて

形 と大 きさがことなる。 これに対 し,Kは マー クの図柄がこ とな り,し か

も朱で描かれている。図柄は基本形 に還元すれば3種 で,江 戸 ・上野 ・尾

張 ・京 ・長崎の大 きな町は2な い し3の 尖塔を もつひ とまとま りの建物 で

あ らわす。中位の町は屋根をもち,そ の上に煙突(?)を もつ建物で,最 小

の町は右脇に小構造物 を もつ小 さな円塔 であ らわされる。後2者 は屋根な

い し堆土のポールを有 し,そ のさきにあたか も右むきの三角旗がひるがえる

かのごとき形が与えられている。前者では尖塔上 に直接上向きの三 日月形が

付される。三 日月はサラセンのマークであ り,異 教徒をさすのであろうか。

今の ところ確証がないが,第1・ 第2の マークは0に おいて変更された も

の とみ る。第3の マークは,中 央の丸がない ものの,Wで 用い られる汎 ヨ

ーロッパ風のマー・・一ークのひ とつ と同源 とみ られ る
。すなわち,0が その原図

か らひきついだ ものだ ろう。Kに おいて町が朱で描 かれてい るのは ,Oで

もそのようであったか,あ るいは無色の線描に朱で彩色されていたのであろ

う。 これは,ヨ 一 口ヅパ製地図において しば しば町のマークが手書 きの朱で

塗 りつぶされ る手法の延長線上にあ ることと考える。なお画図 ともに2ケ

所ほどに見張所 としての塔がでて くるが,と もに上に鋸歯をもつ円筒状の塔

風に描かれている。

⑲全体に用い られる書体および字体が異なる。

第1に ・Wは 銅版で・用 いる書体は活字体 とイタ リックであ。 これに対

しKは 一字一・字独立させて書いているとはいえ,全 体 に筆記体である。W

は前述 した ように,カ ル トゥーシ ュの タイ トル前半 と後半中の地名 〈江戸〉,

さ らに海洋名 ・大 きな地方名 を活字体大文字 で表記す る(海 洋名の一部 と

〈IAMAICOIT>は 大文字のイタリック)。他は大文字 ・小文字併用のイタリヅク

である。一方,Kは 海洋名のみ大文字筆記体の花文字であ り(し かも一方の

〈MOPE>のMの 一画には+字 架が飾りとしてある),他 は大文字 ・小文字併用の

筆記体が用い られるが,し ば しば大文字か小文字かの判定に苦 しむ(た とえ
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ぱ,語 中で 〈a>よ りも 〈A>が 用い られる。)こ れ らの 筆 記 体 を行 書 風 とす れ ば,

江 戸 参府 の海 路 ・陸 路 図 に沿 う地名は,草 書 風 の 文 字 が 使 用 され る が,こ れ

も一 字 一 字 を ほ ぼ独 立 させ て書 く(こ の部分 もWは イタ リック)。

第2に,Wは 古 い 字 体 〈s・9・IA加 ・Y・G・V・ ω ・11・n・N>を 多 用

し,ま た く齢 を用 い な い。 これ に対 し,Kは 前 者 を各 々 〈3・y・fi・KC・e

・i/B/y・o・K・B・H>に 書 きか え
,ま た く齢 を使 用 す るの が 原 則 で あ る(た

だ し例外あ り)。 た だ し 〈N>は 〈H>と 共 存 し,と くに海 路 ・陸 路 沿 い の 地

名 表 記 で は,18世 紀 風 の 草 書 筆 記 体 が 散 見 し,ま た こ こで は 〈"・11>も 用

い られ る。 た とえ ば,〈 ΦHpocAMa[広 島]〉 の 〈P>は ラテ ン 文字 の 〈1>の

筆 記 体 の よ うに丸 の部 分 が 細 長 い文字 で書か れ,岡 崎 に付 され た説 明 文 末 の

〈)KeHCKOM>は,〈*〉 が あ た か も 〈n>の 筆 記 体 上 端 に前 方 か ら う しろ む き

に 大 きなひげか さ りを加 えた形の字体(た だ し当時ばポピ ュラーであ った)国で

書 か れ る。 またKで 特 徴 的 な の は:〈P>で,丸 み の終 端 が ま き こま れ て,丸

の 中央 に左 か らつ き出 るか 横 断 す る的。 あるいはギ リシア文字 〈β〉ふ うに,

丸 の上 方 に くびれ と,終 端 の巻 き込 み が み られ る。 海 路 ・陸路沿 いの地 名表

記 を除け ば,Kは 字 体 に関 して は 現 代 風 で あ り,Wは 古 風 で あ る とい え よ

う。0で も この事 項 に関 して はKと 同様 で あ った ろ う。 な お,Kで は 地 名

に お い て随 所 に文 字 の誤 りがみ られ るが,こ れ はOの 原 図 が 小 さ か っ た た

め に文 字 が 読みづ ら く,ま た 日本 地 名 の 知 識 がな か っ たた めに類似の字体,

と くに 〈H・H・K/1いn>な どを 誤 認 した 結 果 で あ ろ う国。 例K:"aH-

Ta,丑eHa,nKえ6a.cf.[同 順 で]W㈹:AimTa[秋 田],丑ena[出 羽],uHa6a

[因 幡]。 さ らに 〈6/r/B>の 誤 読 な ど も存 在 し,例 は か な りみ られ る。 な お

キ リシ タン系の綴 り 〈x>に さか の ぼ る 〈Y>は,Kで 完 全 に 〈KC>に 開 か

れて 表 記 され て い る こ とは前 述 した。

⑳ カル トゥー シ ュお よび説 明文の ロシア文で,文 体 ・表 現 ・綴 り ・表 記 法

等 に異 な りがみ られ る。

まず,i)Wは,若 干 の 例 外 は あ る もの の,ほ ぼ 完 全 な分 か ち 書 きで あ
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る 。 た だ し文 中 に ほ と ん ど コ ン マ ・ピ リオ ド等 は 用 い な い 。 こ れ に 対 しK

は 文 中 に コ ン マ ・ピ リオ ド等 を 用 い る が,反 面 つ づ け 書 き・と い っ て よ い 。

ii)綴 り に お い て,〈e畑 〉 と 〈H/i>の 使 い 分 け で 異 な り が み ら れ る 。 例

K:Koptseps,M6p奮Ms,>KuB毛T5,inva.cf.W:1(opeepb/KOPEEP ,

MOPEMb,)KHBerb,vanva.朝 鮮 の 名 以 外 で は,正 書 法 上Wが 正 しい 。iの

Kに 〈o/a>の 発 音 上 の 混 同 に よ る 綴 り が み ら れ る 。1(:ranaH'llbl
,ra-

naHlib!,npaBimqiH,cf.W:ro皿naHnllbl,ronaHmbl,llpoBllHqin.正 書 法 上W

が 正 し い 。iv)Kで 発 音 を 反 映 した 綴 りが み ら れ,wで 古 い 綴 り が み ら れ

る 。K:ranai{'llLl,roJlaHlloB'b,raJlaHqbt.cf.W:roll∬annqbl,rollaHJ(lloB,一

(sic)
rollaHnllbl./W: .BocMerb,cnaTafl,cf.K:Bo3MeTb,3naTa51.v)Kで 教 会

ス ラ ヴ 語 形 と ロ シ ア 語 形 の,さ ら に 〈e/ts>と 〈A>の 混 同 に よ る綴 りが あ る 。

へ ぶ な

K:cpe6pt;HblH,cpe6peHHafi.cf.W:cpe6p朋bifi,cpe6pfiHaf{.正 しい 教 会 ス

ラ ヴ 語 形 はWの 綴 りで あ る が,ロ シ ア 語 形 で 〈cepe6peHbM/cepe6pfiHbin>,

さ ら に 両 者 の 混 同 形 〈cpe6peHbiti>が あ る 。 な お,Wに は 佐 渡 に

〈cpe6pHH:〉 な る綴 り も存 す る(Kに な し)。vi)〈ll3'b/Bb>+名 詞/代 名 詞 を

Wは 前置詞末の 〈b>を 脱落させてひと綴 りに綴るのに対 し,Kは つづけ書

き な が ら も くめ を 綴 る。Wが 古 風 な 綴 りで あ る。W:lsrpana,Bropons,

.BnpoBHHUIva
,Bropaxs.cf.K:M35rpaJla,Bbropons,BsnpaBimqiH.た だ し坂

東 の 説 明 文 中 で は と も に 〈Bceva[=旺ce司 〉 とひ とつ に 綴 る。W)お も に 説

明 文 中 に お い て,教 会 ス ラ ヴ 語 の 動 詞 不 定 形 語 尾 〈-TH>,3人 称 単 ・複 数

語 尾 〈-Tb>をWが 保 持 す る の に 対 し,Kは ロ シ ア 語 形 の 各 々<－Tb>と

〈-Tb>を 有 す る。W:pa60TaTM,δcbmagTb,HexoTfiTb,np舳3}Ka8Tb.cf.

K:pa鵠aTb・ccH皿 ⌒He鶴T輪np欝8⊇ 興 島の醐 文末で

Wは 〈BocMeTb>,Kは 〈Bo3MeTb>と と もに 〈b>を 綴 る㈹。 教 会 ス ラ ヴ 語

形 を用 い る方 が古風 で あ る。 唖)Kに 語 や 表 現 の 言 い か え が み られ る。 対

島の説 明文中,Wの 動 詞 〈δCbmaioTb>と 関 係 代 名 詞 〈KδPble>は そ れ ぞ れ

.1(で 〈CCLInaEOTb>〈KOH>で お きか え られ て い るが,ほ ぼ 同 意 で あ って,こ
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れ は さ ほ ど意 味 は な か ろ う。 た だ カ ル トゥー シ ュ中 の 〈IAKO…TAI(OI>

は,Kで 〈KaK5…TaKbH>と 現 代 風 に 言 い か え ら れ て い る 。 こ の 事 項 に 関

し,Wは 古 風 で あ り,Kは 現 代 風 に な っ て い る と判 じ られ る 。 以 上 ⑳ に っ

い て は,お お か た0はKと 同 様 の 状 況 で あ っ た ろ う。

⑳Kの 説 明 文 中 に 綴 り誤 り と脱 落 が み られ る。

た と え ば,対 島 の 説 明 文 はKに 次 の よ う に あ る 。 前 掲Wの 同 文 を 参 照 せ

よ。 分 か ち 書 きで 引 用 す る 。

OcTpoBちB玉KoT6po覚ccbulaloTbMoIlllonLixsnliTeHKoHHexTfiTspa=11

BoTaTL,r貝iS皿pHHy}K月aloT玉llPa60TbcvaJloK):AoTtlsx5JIH=llAoH江e》Ke

M3b61111)KHixscpo丑llHiKoBLKTonx5Bo3MeTb[ .]

こ こ で は 〈HexoTfiTbpa60TaTL>が 誤 っ て 綴 られ,次 の 〈npHHy)KAaioTb>

の う しろ に 〈Hxs>が 脱 落 し,〈JOT・ilx'bilM=〉 は 後 半 が脱 落 して い る。 〈pa-

60-〉 を 〈paBO-〉 と 綴 る の は ロ シ ア 人 ら し く な い 。 〈pa60Tb>は

〈pa60TaTb>と あ る べ き。 ま た 意 味 を な さ な い 〈nM=〉 も,〈n>と 綴 りは じ

め て い る こ と か ら,元 来 〈MiSCT5>と あ る もの を(〈nOTtSXSMtSCT・b>す なわ ち

〈AOTt;Xbnops>の 意),ス ペ ー ス の 関 係 か ら か あ る い は 別 の 理 由 か ら か,K

模 写 時 に 脱 落 した もの で は な か ろ うか 。 す くな く と も こ れ らふ た つ は 模 写 時

に お け る 筆 者 に よ っ て な さ れ た 誤 りで あ ろ う。

⑳Wで は 主 に 説 明文 中 で 語 頭 ・語 中 ・語 尾 で 上 書 き が 用 い ら れ,Kで は

主 に カ ル トゥー シ ュお よ び 地 名 に お い て 語 中 ・語 尾 で 上 書 き が 用 い られ る。

例 は 割 合 す る。0はKと 同 様 で あ っ た ろ う。

の 変 更な し

⑳ 両 者 と も に 金 ・銀 山 の 注 記 を 有 す る。

た だ し,Wは 仙 台 と石 見 に 金 山,佐 渡 ・坂 東 ・山 城 に 銀 山 の 注 記 が あ る

が,Kで は 佐 渡 の そ れ が ぬ け て い る。 な お 銀 山 の 綴 りに つ い て は 上 述 した

が,金 山 の 綴 り も次 の よ う な 異 な りが あ る 。Wは 仙 台 で 〈cnaTafipyna>,

石 見 で 〈3∬aTaAp8」4a>と あ る が,Kは 各 々 〈3皿aTafipyAa>〈30noTaflpyna>
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とあ る。 〈311aT-〉 と綴 るの が 教会 ス ラ ヴ語 形,〈30nOT-〉 と綴 る の が ロ シ ア

語 形 で あ る。

7Kの 原図0以 上縷 々W・K画 図の比較 を行なったが,こ れ らか らK

が模写されたその原図がいかな るものであ ったかを,導 きうるのであろ う

か。

0は 手書 きの拡大模写図ではなか ったか。 カル トゥーシ ュ末 に製作年 の

みな らず,月 日まで記入することは,書 物内に添 えられる付図 とい う性格に

そ ぐわず,独 立 した一枚物であった ことを示唆するのではないか。だが この

一枚物 は
,ロ シア語テクス トの全体が筆記体によって書かれていること,印

刷物 に固有の活字体の文字が何 ら存 しないこと,図 として装飾性をたかめ る

船な どの絵がみえないことな どか ら,印 刷されたもの とは考えに くい。町の

マークも手書 き風である。

さて,そ の原図は 『日本誌』所収 日本図であったろう。すなわち,1786

年 ひとりのロシア人が,タ ヴェルニエ ・カロソ等の抜葦露訳であ る『日本誌』

中の銅版 日本図を,何 の 目的があってかは不明だが,縦 横 ともほぼ2倍 に㈱,

図法を変えて拡大 し,模 写 した。色彩をほどこし,山 々のけばを変え,町 の

マークを変えて描 き,地 名 ・説明文等を当世風に筆写 してゆ く。その際,場

所の誤認 や文字の誤読 ・誤写が生 じた。本州部の大 きな地名や琵琶湖内の短

文 を脱落させた。.海の名は 日本海側 にひとつの名のみを採用 し,原 図にあ っ

た船すべて と,太 平洋側のcompassroseを はぶいた。scaleは 描いた。ただ

し右下がせまいから,も しかする と左上 に移動 したか もしれない。カル トゥ

ーシュを新 しいデザインに変 え
,タ イ トルは原図のそれをほぼそ っくり当世

風 に筆写 し,製 作年を付加する。緯線 ・経線を陸地やカル トゥーシュにかか

らぬようひく。5月1日 に完成 した。

カル トゥーシ ュ内の 〈COIIIiHtSHa.〉およびKの 題箋中の 〈魯齊亜国人製〉

`!い う文言は,Kす なわち0の 独 自性 を結果的 に反映す るもの と解 され る
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が,こ れは主にかかる図法変更による拡大模写を根拠 とするのではなかろう

か。

0が 某ロシア人製作の手書 き拡大模写図その ものであ ったか
,あ るいは

その写 しであったか分か らない。 また,そ のいずれにせよ,し`・つ,ど こで,

どのように大黒屋光太夫の手にわたったのであるか,こ れまた不明としなけ

ればな らない。その際 この 日本図が遣 日使節によって日本側に贈 られた地

図の一枚であった可能性 もあるだろうが,筆 者は光太夫 が持ち帰 ったもの と

考える。(次節参照)。

光太夫帰朝(1793年)後,桂 川 国瑞 によって 『北磋聞略』 が編集 され ,

1794年 に幕府 に献上 された。その際,い ったん幕府 に召 し上げ られていた

であろうこの図 も同寸で模写されて,本 編に添えられた。作図は専門家によ

ったであろう。 この時点でscaleは,他 の模写図同様 ,無 視 して描かれなか

った。 ロシア文字は,作 図者 とは別人の,ロ シア文字を書 き慣れた者 によっ

て書 き写 された。その際,ロ シア文字の写 し誤 り ・語の一部の脱落な どが若

干生 じた。ロシア文字の書き手は光太夫の可能性がもっとも高いと考えられ

る。最後 に,桂 川によって朱筆で,地 名は漢字で ,ロ シア文字の読みは片仮

名で書 き込 まれた。

なおWの カル トゥーシュの記載か ら,1786年 頃に刊行 された 『日本誌』

第3版 な どの存在 も想定 し,Kの 原図をその所収図に求めよう とする見解

もある鱒。 もしそ うであれば,こ の図は印刷物であ り,大 きさも第2版 と変

らなかったであろ う。上述の理由により,筆 者は この見解 に否定的であ る。

82つ のエ ピソー ドKの 原図0が 遣 日使節の贈与品中に属 さず,光 太

夫が持ち帰った もの と考えることを上述 したが,こ れには理由が存在する。

どうやら光太夫は滞霧中にこの図を見ていた とおぼ しい。光太夫はロシアに

おいて3点 の 日本図を描いた㈹。第1は1789年 イルクーツクで作製 され,第

2・ 第3の2図 は1791年 サンク トペテルブルクで作製 された。その大 きさは
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各 々,65.5×126.5cm,64.5x137cm,66×124cm前 後である。 これ ら3図

は今 日ゲ ッチソゲン大学図書館に蔵 されている。光太夫は『$広大節用集』(享

保14(1729)刊)に 付載する 〈大 日本国之図〉の系列に属する図にのっとり,

これを拡大 し手書 きで模写 した。諸国名を漢字 ・仮名で示 し,鋳 造の城のス

タンプを捺 して城下町を標示 し,地 名を漢字 ・仮名で書 く。 これに第1・ 第

2の 図は他のロシア人によってロシア文字で地名の読みが書 き加えられ,時

に短文の説明文が書 き加 えられた。3図 とも紙本若色である。 これらの地図

中に,金 ・銀山の標示 と説明が存在 し,さ らに大島の御神火をさす 〈火〉の

文字 も書き込まれている。 これ らはタヴ ェルニエ流の0(あ るいはWや その

初版所収図)に 関連するのではなかろうか。すなわち,0を 見ていて これ ら

日本図を描いたか,あ るいはロシア人にはタヴ ェルニエ風の地図による日本

図でのイメージがつよ く,そ こに誌されていることの一種の規範性が作用 し

て,光 太夫にもその ような記事を日本図内に書 き込むことを要求 したのでは

なかろうか。

もうひ とつ,高 野明が紹介 した事柄 につ きe'〉,再び ここにひ く。1853年 長

崎に来航 した遣 口使節プゥチャーチソ提督には,秘 書官 として文豪ゴソチ ャ

ローフが従っていた。彼はのち 『フレガー ド"パ ルラダ"』(1857年 初版)臼を

著すが,そ のなかで船中上述の 『日本誌』を愉快に読んだことを しるしてい

る。 どうやらこの書物はその方面での必読書であ り,ま た著明な本で もあっ

たようにみうけ られ,し たがって ここから所収 日本図もまた有名な地図であ

った と推察されるのである。

むすびに 本稿では 「皇朝輿地全図」の原図がいかなるものであったか との

問いに対 し,『 日本誌』所収 日本図 と比較検討することにより,そ の手書 き

の,別 図法による拡大模写図であ った と答えるものである。また前おきとし

て,『 日本誌』所収 日本図 とタヴ ェルニエ 日本図について,そ の関係 も検討

し,前 者が後者の後刻版に よる と想定 した。「皇朝輿地全図」の原図が見い
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だされることを切に望む。

[付 記]フ ランス語 とオ ランダ語 についてはそれぞれ宮 内芳子 さん,

IsabelTanakavanDaalenさ ん にご教示 をえま した。 また,写 真掲載 に関

し,国 立公文書館,早 稲田大学図書館,お よびライデン大学図書館の許可 を

えました。記 して謝意を表 します。

N.B.TllanksareduetoDrs.D.DeVries,LeidenUniversityLibrary,for

permissiontousethephotograph.

注

1.函 架 番 号185t579。 な お この本 は将軍 へ の上 皇本 であ った ろ う。

2.以 下 翻字 に際 し,小 文字 中のA,ε,Nな どは それ ぞれ ふ つ うの 小文 字体a,e,Hに

変 え る。llは 改行 を,[]は 補 い を示 す。

3.な お,Kの 特 異 性,そ の 成 立 や 伝来 等の 諸 事情 に つ いて は,文 化 庁 の加 藤 優 氏

が論 文発 表 を予 定 して い る との こ とで あ る。 同 氏 は 『北瑳 聞 賭』 に附 され た地 図

が,最 初 は11枚 では な く,10枚 だ ったので は ない か と考 えて い る。

4.同 書 解説52ペ ー ジ。

5.第2刷,昭 和40年 刊。 第3刷,平 成 元年 刊 。 た だ し,内 容 が やや ふ くらん で い

るが,基 本 的 には 同一 で あ る。

6,函 架 番号AE・3123.

7.高 野 明 〈ロ シヤ最 初の 日本関 係文 献 考〉(日 本 ロ シヤ文 学会 会報 第7号,日 本 ロ

シヤ文学 会,1964年),同 『日本 とロ シア 両 国交 渉の 源 流 』,1971年,紀

伊 国屋書店 。

8.第3巻 の タイ トル は亀井 高 孝 が 書 いた ところ と同 じで あ る:RECUEIL‖DE

PLUSIEURSllRELATIONSllETllTRAITEZIlSINGULIERSETCURIEUX.‖

[・一 ・].

9.幸 田成 友訳 著,フ ランソ ワ ・カ ロソ原 著r日 本大 王 国志 』(平 凡 社,昭 和42年)

の付録 〈其 二 日本大王 国志 の写 本 及 び版 本〉 を見 よ。

10.『 目本 とロ シア』24ペ ー ジ以下。

11.B.H.Me)KoBs,6H611110rpaφifiA3iu,T.1,Cn6.,・1891.
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12.M,1965.

13.大 きさ約縦20x横13cm.

14.た だ し次 に つづ く挿 図の 位 置(ペ ー ジ)の 記述 は不 正 確 で あ る。

15.高 野 訳,同 上 書29ペ ー ジ。

16.天 理 図 書 館 の 神 崎 順 一 氏 よ りの 回答 に よ る。 な お,同 書 は 目下 整 理 中 で あ る と

の こ と。

17.NをH,ε をeと す る。

18.後 節 〈WとKの 比較 〉 を参照 せ よ。

19.3行 以下 は イ タ リックで あ る が,引 用 で は ロー マ ン 体 に変 更 す る。 な お,写 真2

参照 。

20.古 体 の ロ シ ア文 字 の うち ヴ ァ リア ソ トの 〈ロ〉 〈11>は そ れ ぞ れ くB>〈K>に な お

す。 ただ し上 書 きは そ の ま ま。

21.い わ ゆ る岡崎 女郎 衆 を さ すの で あ ろ う。

22.早 稲 田大 学 図 書 館 所 蔵,1669年 ア ム ス テ ル ダ ム 刊本(函 架 番 号AE・3109)に

よ る。 略題 紙 には 次の よ うに あ る:GESANTSCHAPPENAENDEKAISAREN

VANIAPAN.な お,同 館 に は1670年 目 ン ドン刊英 訳 本,1670年 ア ム ス テ ル ダム

刊独 訳 本,1680年 ア ム ス テ ル ダ ム刊 仏 訳 本 等 が蔵 さ れい る。 た だ し独 訳 本 は地 図

が脱 落 して い る。

23.独 訳 本1本 が千 代 田 区 図 書 館 の 内 田文 庫 に蔵 され る。 他 の 版 に つ いて も次 を参

照 せ よ:『 内 田嘉 吉 文 庫稀 親 書 集 覧』,故 内 田嘉 吉 氏 記念 事 業会,昭 和12年 。

24.神 戸 市立 博物 館所 蔵 本 に よる。

25.パ リ刊 とあ るが,刊 行 地 と印刷 場 所 とは こ とな って い た の で あ ろ うか。 当時 ,

ベ ル ギ ー ・オ ラン ダは 印刷 出版 業 の一 大 地 で あ った。 な お蘭 訳 本(後 述)と の 関

係 も考 えな け れ ば な らな い。

26.〈r>{ま 〈s>に カsえた0

27・ 幕府 の政 策 上,距 離 が明 らか に され る ような ものは 削除 され た の であ ろ う。

28.〈5・8・17>の 数字 が脱 落 して い る。

29.Kは 対 照 の ため に分 か ち書 きで引 用 す る。

30.き わ めて 発音 的 な 綴 りで あ る。 正 しい綴 りは 〈rOllnaHnqbL>.

31.参 考文 献2の114,ll6ペ ー ジ参 照 。

32.〈Hropo胆 〉 とっ づ け て綴 る。 な お,〈OCT:〉 と略 して 書 くの は ロ シ ア人 ら し く

な い。cf.W〈Oomp:〉.こ の 略 し方 はKの 模 写 時 に生 じた もの か。

33.18世 紀 の 筆 記 体 の 種 々な ヴ ァ リア ン トは,光 太 夫 が持 ち帰 った 習 字 帳 の精 巧 な

次 の写 本 に よって うかが い知 る こ とが で きる:鷹 見 泉石 写 『魯 西亜 国 字学 』(1787

年 モ ス ク ワ 刊本 を文 化10年(1813)に 写 した もの。 古 河 歴 史 博物 館 蔵)。 参 照:

・岩 井 憲 幸 〈鷹 見 泉 石 旧 蔵 ロシ ア語 関 係 資料 若 干 の 覚 書〉(古 河 歴 史 博物 館 紀 要 「泉

石 」 第1号,1990年11月)。 光 太 夫 もヴ ァ リア ソ トを知 っ て い た し,い くつ か は
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自分で も使 って いる。 書 き方は,馬 場位十郎 や足 立左内 ・鷹見泉石 に伝えた よう

である。次のもの も参照せよ:岩 井憲幸 〈天保年 間に書 き しるされたロシアの諺

となぞなぞ一 鷹見泉石旧蔵の資料をめ ぐって一一〉(「窓」第67号,ナ ウ カ,昭

和63年12月),同 〈伊勢若松緑 芳寺蔵大黒屋 光太夫遺物 「箴言」について〉(同 上

譜第78号,平 成3年10月)。

34・ 光 太夫の筆蹟 において も観察で きる。

35.他 に 〈KcinaM6aニMacb,KHBaTac● 〉 の ように,な ぜか語尾 に 〈-cs>を 付加 す

る例がある。 むろんWに は存 しない。

36・ 引用 に際 しイタ リックか らローマンにかえる。

37.〈 』〉につ き一言す る。Wで は本来語末が 〈s>と 綴 られるべ き語を 〈b>と 綴 る例

が多数存在 する。

38.実 際には2.3倍 強か。

39.神 崎順 一 〈天理 図書 館所 蔵 資料 を中心 とした西洋古版 日本地図 目録1528-

1800>(「 ビブ リア」第101号,平 成5年6月)の 注(1)(P .199)を 見 よ。

40・ 参照=岩 井憲幸 〈ゲ ヅチソゲソ大学蔵大黒屋光太夫筆 日本図について 書誌

学的 ・文献学的一班究一一 〉,明 治大学教養論集第269号,1994年12月 。

41,高 野 同上書32ペ ージ。

42.高 野 明 ・島田陽共訳rゴ ソチ ャローフ 日本渡航 記』,(雄 松堂書店,昭 和44年)

として訳 されてい る。 なお195ペ ー ジの訳注 も参照 せよ。

参 考 文 献 *注 であげたものは再掲 しない。

1・ 高橋 正 〈ニ コ ラ ・サ ソ ソ ソ 『ア ジア 』 に おけ る 日本 〉,f大 阪 大 学 日本 学 報 」 第2

号,1983年 。

2・ 同 〈ニ コ ラ ・サ ソ ソン 「日本 図 」(1652)の 地 名 〉,同 上誌 第3号 ,1984年 。

3.同 〈西漸 せ る初 期 日本 地 図 につ い て一{,Moreira系 地 図 を中心 と して一 〉,同

上誌 第4号,1985年 。

4・ 同 〈17世 紀 日本 地 図 に お け る テ ィシ ェ ラ型 とモ レイ ラ型－N ,サ ソ ソソ とR,ダ

ゥ ドレーの 場 合〉,同 上誌 第6号,1987年 。

5・ ル ッツ ・ワ ッ ター他 『西 洋 人 の 描 い た 日本地 図一 ジパ ン グか ら シー ボ ル トまで

(図録)』,OAGド イ ツ東 洋 文化 研 究 協 会,1993年 。


